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（４）運動やスポーツは体力向上のために大切なことだと思うか（冊子 P.31） 

  ○「運動やスポーツは体力向上のために大切なことだと思う」集団は、体力合計

点が高い傾向がみられた。 

 ＜運動やスポーツは体力向上のために大切なことだと思うか＞         

  【中学校】（女子）  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

（５）生活習慣は体力向上につながっていると思うか（冊子 P.32） 

  ○「生活習慣は体力向上につながっていると思う」集団は、体力合計点が高い傾

向がみられた。 

＜生活習慣は体力向上につながっていると思うか＞ 

  【中学校】（女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）児童生徒質問紙調査結果のまとめ 

   ○ 朝食を毎日食べることや、適切な睡眠時間を確保することなど、基本的な

生活習慣を身につけることが、子どもたちの体力に大きな影響を与えている

ことが、あらためて確認できた。 

     子どもたちの基本的な生活習慣に目を向け、総合的に体力向上を図る必要

がある。 

   ○ 運動やスポーツの「好き」「嫌い」が体力合計点に大きく関わることが確認

された。 

     子どもたちが運動を「好き」になる体育の授業を目指して、授業の工夫や

改善をさらに進める必要がある。 
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２ 児童生徒の体力、運動習慣、食習慣・生活習慣の変化（冊子 P.42～P.51） 

  ※前回調査（平成２２年度）との比較 

（１）体力・運動能力（冊子 P.43～P.44） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男子 女子 男子 女子 

体力合計点 変化なし 変化なし 
前回より 

 高い  

前回より 

 高い  

総合評価が 

ＡＢＣの割合 
変化なし 変化なし 

前回より 

 高い  

前回より 

低い 

 
    ※ 総合評価は、体力合計点の高い「Ａ」から、体力合計点の低い「Ｅ」までの５段階に

判定される。教育委員会では、総合評価が「Ｄ」「Ｅ」の子どもの割合を減らし、「Ａ」

「Ｂ」「Ｃ」の子どもの割合を高めることを目標に置いて、子どもたちの体力向上に取

り組んでいる。 

 
   ○ 中学校の女子において、体力合計点の平均値が前回調査より高いにもかか

わらず、総合評価「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の割合は低くなっている。２極化傾向が
さらに強まっていることが予想されるため、ほとんど運動しない子どもへの
手立てが必要である。 

 

（２）運動やスポーツの実施状況（冊子 P.45～P.47） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男子 女子 男子 女子 

ほとんど 

毎日実施 

前回より 

 高い  

前回より 

低い 

前回より 

 高い  

前回より 

低い 

運動部・スポー

ツクラブに 

所属 

変化なし 
前回より 

低い 

前回より 

低い 

前回より 

低い 

１日の 

運動時間が 

１時間以上 

前回より 

低い 

前回より 

低い 

前回より 

低い 

前回より 

低い 

 

   ○ 運動やスポーツの実施状況は、前回調査より全体的に低い傾向が見られる。 

     子どもたちが運動を好きになり、自ら運動に取り組む意欲が高まるような

取組が必要である。 
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（３）運動やスポーツに対する意識（冊子 P.48～P.49） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男子 女子 男子 女子 

運動や 

スポーツが 

好き 

変化なし 
前回より 

低い 

前回より 

 高い  

前回より 

低い 

運動や 

スポーツが 

得意 

変化なし 変化なし 
前回より 

低い 
変化なし 

 
   ○ 小学校、中学校ともに、女子の運動やスポーツが「好き」と答える割合が

前回より低くなっている。子どもたちがますます運動から遠ざかってしまう

恐れがあるため、体育の授業改善を通して、子どもたちが運動を好きになる

取組が必要である。 

 

（４）食習慣・生活習慣（冊子 P.50～P.52） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男子 女子 男子 女子 

毎日、 

朝食を食べる 

前回より 

 高い  

前回より 

低い 
変化なし 

前回より 

低い 

睡

眠

時

間 

８時間

以上 
変化なし 

前回より 

 高い  
 

６～８

時間 
 

前回より 

 高い  
変化なし 

テレビ視聴 

３時間以上 
変化なし 

前回より 

 低い  

前回より 

 低い  

前回より 

 低い  

 

   ○ 小学校、中学校ともに、女子において朝食を毎日食べる子どもの割合が、

前回調査よりも低くなっている。痩身とのかかわりは不明であるが、朝食を

きちんと摂取しない女子が増えていることが危惧される。 

     朝食の摂取について、その必要性や重要性を子どもたちに認識させる必要

がある。 

 

（５）前回調査との比較全体を通して 

   ○ 小学校、中学校ともに、多くの項目で女子に課題が見られた。ほとんど運

動しない子どもが特に女子に多いことからも、体育の授業を通して女子の運

動嫌いをなくし、自ら運動に取り組もうとする意欲を高める必要がある。 
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３ 学校の体力向上への取組の変化（冊子 P.53～P.54） 

  ○ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を踏まえた取組については、平

成２２年度に比べて、小学校・中学校ともに「体育の授業改善への取組」をし

ている学校の割合が高く、「していない」学校の割合が低かった。 

  【小学校】              
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71.4%

20.8%
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1.3%

15.6%

74.0%
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23.4%

1.3%
6.5%

0%

20%
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80%
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授業改善 授業以外の取組 家庭への働きかけ その他 していない

平成２１年度 平成２２年度

平成２４年度

 

  ○ 体育の授業改善に取り組む学校の割合は、年々高くなっているものの、授業

以外の取組や家庭への働きかけは、依然として低い状況が続いている。 

    新体力テストを継続的に実施し、子どもたち一人ひとりの状況を的確に把握

するとともに、体力テストの結果を「体力の成長記録」として有効に活用する

取組を進める必要がある。 


